
○ポスターの作成・配布・掲示
第２次さいたま市食育推進計画の目標のうち、
平成２９年度の重点目標
“「食文化や地の物を伝え合い」食べる”
をテーマとし、小学生が描いた絵を使用した
ポスターを作成しました。

市内の保育施設、幼稚園、公立小・中・高校、
放課後児童クラブ、公共施設等に配布・掲示
しました。

行事食、郷土料理、地域の特産品を味わい、
伝えることについて啓発を行いました。

第２次さいたま市食育推進計画の目標
５つの「食べる」

○さいたま市食育なび、市WEBサイト、広報誌による普及啓発

さいたま市の食育に関するポータルサイト「さいたま市食育なび」、市WEBサイト、
広報誌「市報さいたま」６月号に、第２次さいたま市食育推進計画の目標等を掲載し、

普及啓発を図りました。

実　　施　　時　　期

取　　組　　内　　容

6月

取 組 の 名 称 「食文化や地の物を伝え合い食べる」普及啓発

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市　（健康増進課）



【ねらいと実施内容】

献立例 ・岡山(蒜山おこわ）
・沖縄県（ジューシー、もずくスープ）
・秋田県（だまこ汁）
・京都府（ゆばご飯、魚の西京焼き）
・香川県（肉もっそ）
・山口県（大平）
・四国地方（かきまぜ寿司、じゃこ天、鳴門汁）

行事例 ・歯の衛生週間　・運動部市内大会応援　・開校記念日
・林間学校、修学旅行　

例・そらまめのさやむき ・とうもろこしの皮むき

例・なかよし弁当給食　・縦割り給食　・きょうだい学級での会食

献立例 ・小松菜（小松菜とわかめのサラダ）

献立例 ・地元産米（○○さんのお米、○○区のご飯）
献立例 ・玉ねぎ（魚の新玉ねぎソースかけ）

　献立例 ・タイ（ゲンチュッ、ヤムウンセン）
・フランス（クロワッサン、ポトフ）
・アメリカ（スラッピージョー）
・ニュージーランド（ハニーブレッド、フィッシュフライトマトソース）

取 組 の 名 称 　さいたま市立小・中・特別支援学校の取組

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市

実　　施　　時　　期 6月

取　　組　　内　　容

○食育の意義を広めるために、給食だよりをとおして、「食育月間」の取組や学校に
　おける食に関する指導の内容を家庭へ紹介しました。

○日本の食文化を継承するために、学校給食の献立に郷土料理を取り入れ、
　料理に使用する産物や料理の特色を児童生徒に紹介しました。

○児童生徒の食を豊かにするために、給食に身近な学校行事にちなんだ料理を
　取り入れました。

○児童が食への興味関心を持ち、残さず食べようとする意欲を高めるために、
　給食で使用する食材に実際にふれる体験学習を行いました。

○児童が楽しい会食をとおして、社会性を高めることができるように、交流給
　食を実施しました。

○児童生徒が地域の食文化や産業等へ関心を持ち、理解を深めるとともに、
　生産に携わる方々へ感謝の気持ちを抱くことができるように、学校給食に
　地場産物を活用しました。

○児童生徒が国際社会へ視野を広げ、世界の食文化について理解を深める
　ために世界各国の料理を学校給食に取り入れました。



実　　施　　時　　期 6月～8月（6月実施分）

取　　組　　内　　容 夏期に増える細菌性食中毒対策の一環として、食肉や食鳥肉の生食及び加熱不足に
起因するO157、カンピロバクター等を原因とする食中毒の発生を未然に防止するため、
「食中毒予防対策強化期間」を設定（6月～8月）し、6月には以下のことを実施しました。

・市報さいたま６月号に、家庭でできる食中毒予防の記事を掲載しました。
・市内公立、私立の小学校児童及びその保護者へ啓発リーフレット（74,780枚）を配布し
ました。
・市内公立、私立の中学校へ啓発ポスター（1,500枚）を配布しました。
・6月26日～7月7日の期間に、食肉等を処理・販売・提供等する施設に対して、食肉等
の衛生的な取扱い、特に、生食（加熱不十分なものを含む。）による食中毒の対策に関
連した法令及び通知に基づき、監視指導を行いました。

【様式１】        ⾷育⽉間の取組
             （6⽉の実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市（食品・医薬品安全課）

取 組 の 名 称 食中毒予防対策強化期間の実施


